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★事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細。期間限定複数年度事業は全体像を記述）
【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】

(1)事務事業の振り返り・計画
①

②

⇒

ア

イ

(単位)

(2)成果指標･総事業費

の推移

ア

イ成果指標

単位
実績(決算) 実績(決算)目標(当初予算)実績(決算) 予定 見込目標(当初予算)

事 財

国庫支出金

都道府県支出金

地方債

その他

繰入金

一般財源

源
内

訳
業

費
（Ａ）事業費計

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

安全・安心に暮らせ
るまちづくりの推進

「こどもまんなか社会」
の構築

産業の共生による市経
済の持続的発展

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

③予算の主な増減の理由

データ取得方法

法令根拠

見込

(開始した背景・
きっかけ・今後の
状況変化・関係
者からの意見や
要望を含む)

成果指標

ウ

ウ

(3)評価の総括（成果向上の余地・事業費削減の余地）

(4)今後の事業の方向性

 4年度

655

56,548

56,548

 5年度

596

59,001

59,001

 6年度

600

35

80,818

80,853

 6年度

622

31

75,276

75,307

 7年度

630

10,800

11,000

78,341

89,141

 8年度

660

10,800

79,772

90,572

 9年度

690

10,800

78,341

89,141

10年度

0

10,800

79,772

90,572

(令和 6年度実績と令和 7年度計画) 令 和  7 年  1 月 3 0 日 更 新

消防団活動支援事業

   4 生活環境の健幸 総務部 田代　純児

  14 防災・危機管理対策の推進 安全安心課 宮尾　和樹

  46 災害応急対策 防災対策班 1242

消防組織法、合志市消防団条例

一般   9   1   2    10022
単年度のみ 単年度繰返 48

 6年度で終了  6年度から開始
期間限定複数年度

・消防団の活動に関する全ての事務を行う事業、主な事務は以下のとおりである。
①消防団員の任免や団員の年報酬、災害時等の出動手当て、退職報奨金の支給事務。
②消防団施設、資機材の修繕に関する事務。
③消防団員の被服の貸与に関する事務。
④消防団の年間行事の計画立案、消防団幹部との調整、関係機関との調整事務、並びに行事や訓練等の開催に関する事務
⑤各消防分団等への分団運営費補助金交付事務。
⑥消防協会・菊池広域連合消防連絡協議会等への参画事務

・消防団長の決定、委嘱状交付　報酬、手当ての取りまとめ、支払い　年間行事の企画、消防団幹部との調整、関係機関と
の調整、行事、訓練等の開催、費用弁償の支払い　消防資機材の購入、各分団に配備、支払い、団員の被服サイズの調整、
購入、貸与、支払い

・報酬、職員手当、報償費、旅費、需用費、役務費、負担金補助及び交付金

6年度事務事業の成果・実績
消防団（条例定数745人、実員622人）の運営に関する事務を円滑に行った。
今年度初めて日本消防協会の主催する全国女性消防活性化会議に出席し、様々な自治体の取り組み事例を学んだ。大会に参加した団員の士気
が高まり本市においても新たな取り組みを実施しようという動きが表れている。

7年度計画（次年度に計画している主な内容）
・新入団員辞令交付式
・消防団施設、資機材等機材、被服等の整備。団員報酬、手当、退団団員
への退職報奨金の支払。
・出初式等訓練および火災予防の広報パレード等の実施。
・菊消連、消防協会の主催する行事等への積極的な参加。

【拡充事業】消防団活動服の更新に伴う需要費の増。

消防団員数 人

人

新入団員６６名に辞令交付、退団者５５名に退職報償金の支給を行った。また、団員６２２名の福利厚生事務を行った。
各分団に分団運営費補助金の支出、団員に出動手当てを支払った。
操法大会や各種大規模訓練が再開され、様々な訓練、視察研修、啓発活動等企画・実施した。消防団員出動となった建物火災等は、多くの団
員が出動し、水利確保、消火活動を行った。

廃止 縮小 事業のやり方改善 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）


